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第 1 章 開梱方法
1

この章では、出荷用梱包箱からオラクルまたは富士通の SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバを開梱

する方法について説明します。

本体装置が梱包箱で梱包されている場合は、「1.1　梱包箱の場合」を参照してください。

本体装置が木枠梱包で梱包されている場合は、「1.2　木枠梱包の場合」を参照してください。

図 1.1　SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ

1.1 梱包箱の場合

ここでは、SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバが出荷時に梱包箱に入っている場合の開梱方法を説明

します。

傾斜路が梱包箱の外に固定されている場合は、「1.1.1　梱包箱 A の開梱方法」を参照してください。

傾斜路が梱包箱の外に固定されていない場合は、「1.1.2　梱包箱 B の開梱方法」を参照してください。
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第 1 章  開梱方法
1.1.1 梱包箱 A の開梱方法

ここでは、梱包箱 A の開梱方法を説明します。

1 出荷用梱包箱の外側にある金属製のバンドを外すために、ニッパーなどの工具を用意します。

梱包箱を開けるためにドライバーおよびモンキーレンチまたはスパナ（No.18 および No.30）を用意し

ます。

図 1.2　梱包箱 A の寸法

2 出荷用梱包箱を最終的な設置場所にできるだけ近付けます。

筐体をパレットから移動し、傾斜路を使用して床に降ろすには、筐体の 3 方に 1 m（3.3 フィート）以

上のスペース、筐体を降ろす方向には 4.5 m（15 フィート）のスペースが必要です。

注） • 筐体の梱包をとくには、筐体の 3 方に 1 m（3.3 フィート）以上のスペース、筐体を降

ろす方向には 4.5 m（15 フィート）のスペースが必要です。

• 傾斜路は、パレットの前後どちら側にでも取り付けられます。

• 最終的な場所を検討するときには、「RAMPS ATTACH THIS END」マークおよび出荷

用梱包箱の外に記載されている図に注意してください。梱包箱の出荷ラベルが付いてい

る方が、筐体の正面です。

筐体 A B
M8000 サーバ 950 mm (37.4 インチ ) 1630 mm (64.2 インチ )
M9000 サーバ 1050 mm (41.3 インチ ) 1630 mm (64.2 インチ )
電源筐体 1000 mm (39.4 インチ ) 1440 mm (56.7 インチ )

B
A

2033 mm
（80 インチ）
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1.1  梱包箱の場合
3 出荷用梱包箱のバンド（①）を切断し、傾斜路（②）を取り外します。次に、4 本の固定ネジ（③）

（各面に 1 つずつ）をドライバーで外して上蓋（④）を外します。

図 1.3　梱包箱を固定しているバンドと固定ネジの位置

4 12 本のボルト（⑤）をモンキーレンチまたはスパナ（No.18）で取り外し、4 枚の板（⑥）を取り外し

ます。次に、4 本の固定ネジ（⑦）をドライバーで外して、外側の梱包箱（⑧）を取り外します。

図 1.4　出荷用梱包箱 A の分解図
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第 1 章  開梱方法
5 内側のバンド（⑨）を切断し、2 枚のパッド（⑩）を取り出し、外側のビニール袋（⑪）を外します。

次に、12 本のボルト（⑫）をモンキーレンチまたはスパナ（No.18）で取り外し、4 個の固定金具（⑬）

を取り外します。

図 1.5　出荷用梱包箱 A の内部と固定金具の位置

6 筐体を降ろす側に傾斜路（②）を設置し、パレットに添付されている U ボルト（⑭）を差し込み、

パレット（⑮）と傾斜路（②）を固定します。

図 1.6　4 本の台足の引き伸ばし
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1.1  梱包箱の場合
7 4 本の台足（⑯）をモンキーレンチまたはスパナ（No.30）で回転させて上げます。

8 パレット（⑮）から筐体を離します。

9 筐体を設置場所まで移動します。

筐体の四隅にある 4 本の台足（⑯）を、床に届くまで伸ばします。安定していることを確認するため、

調整脚をさらに 4 分の 1 回転させて固定します。

10 以降の作業については、『SPARC Enterprise M8000/M9000 インストレーションガイド 』を参照して

ください。

筐体を傾斜路に降ろすには、3 人または 4 人が必要です。1 人または 2 人で筐体を押し、残りの 2 人で傾斜路に

沿ってゆっくり引いてください。

扉の通気穴部を押すと扉が変形します。筐体を移動する場合は扉の外周部を押してください。

梱包材はつぶれるので、再使用はできません。ユーザーの指示に従って、これらの梱包材は廃棄してください。

できるだけリサイクルして、廃棄する量を減らしてください。
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第 1 章  開梱方法
1.1.2 梱包箱 B の開梱方法

ここでは、梱包箱 B の開梱方法を説明します。

1.1.2.1 必要な工具

梱包箱 B から SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバを開梱するには、次の工具が必要です。

6 mm 六角レンチ

13 mm ソケット

3/8 インチドライブラチェットレンチ

モンキーレンチ

大はさみまたは他の切削工具

図 1.7　梱包箱 B の寸法

注） • ここで説明する開梱手順と降ろす手順は、SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ

および電源筐体とも共通です。しかし、実際のパレットおよび梱包材は、本体装置と

電源筐体では少し異なります。

• 傾斜路は、パレットの前後どちら側にでも取り付けられます。

1808 mm
(71.2 インチ )

147.3 mm
(5.8 インチ )

1499 mm
(59 インチ )1143 mm

(45 インチ )
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1.1  梱包箱の場合
1.1.2.2 梱包箱 B の開梱

筐体の梱包をとくには、筐体の 3 方に幅 1 m（3.3 フィート）以上のスペース、筐体を降ろす方向に

長さ 4.5 m（15 フィート）以上のスペースが必要です。筐体は、パレットのどちら側からも降ろすこと

ができます。

図 1.8　梱包箱 B の開梱スペース

3.3 フィート
(1 m)

3.3 フィート
(1 m)

3.3 フィート
(1 m)

15 フィート
(4.5 m)
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第 1 章  開梱方法
1 切削工具を使用して、パッケージをパレットに固定しているバンドを切断します。

図 1.9　梱包箱 B のバンドと止め金具

2 上蓋を取り外します。（図 1.10）

3 両脇の止め金具を取り外し、横蓋を緩めます。（図 1.10）

4 本体装置の上部から上部保護パネルを取り外します。

バンドはきつく締まっているので、切断する際に付近の人にけがをさせないように注意してください。
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1.1  梱包箱の場合
5 本体装置を覆っているビニール袋を取り外します。

必要に応じて、後で使用するために梱包材をすべて保存します。

図 1.10　梱包箱 B の分解図

1.1.2.3 傾斜路の設置

1 6 mm 六角レンチを使用して、傾斜路をパレットに固定しているボルトから取り外します。

図 1.11　傾斜路のパレット固定用ボルトからの取外し
2010 年 12 月 1-9



第 1 章  開梱方法
2 筐体を降ろす側の穴に傾斜路を合わせて設置します。

傾斜路の穴はパレットの前側と後ろ側にあります。

図 1.12　傾斜路を固定するパレット前側の穴位置

図 1.13　パレットの前側に設置した傾斜路

電源筐体の傾斜路は幅が広く、パレットを固定する穴の間隔は狭くなっています。
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1.1  梱包箱の場合
1.1.2.4 パレットからの本体装置の取外し

1 標準の深さ 13 mm ソケットを 3/8 インチラチェットに差し込んで、固定用金具を取り外します

（図 1.15 参照）。

図 1.14　押さえ金具と押さえブロックの位置

図 1.15　押さえ金具と押さえブロックの取外し
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第 1 章  開梱方法
2 筐体を降ろす側の扉を開け、固定ブロックの押さえネジを外し、ブロックを取り外します。

図 1.16　固定ブロックの取外し

3 ブロックを取り外したら、筐体を降ろした側の扉を閉めます。

1.1.2.5 パレットからの本体装置の移動

1 筐体をパレットから移動する前に台足を上げます。

筐体を傾斜路に降ろすには、3 人または 4 人が必要です。1 人または 2 人で筐体を押し、残りの 2 人で傾斜路に

沿ってゆっくり引いてください。

扉の通気穴部を押すと扉が変形します。筐体を移動する場合は扉の外周部を押してください。
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1.1  梱包箱の場合
2 パレットから筐体を移動します。

図 1.17　パレットからの本体装置の移動

3  筐体を設置場所まで移動します。

4  筐体の四隅にある 4 本の台足を、床に届くまで伸ばします。（図 1.17）

5 台足を 4 分の 1 回転させて固定し、筐体が安定していることを確認します。

6 以降の作業については、『SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ インストレーションガイド』を参照

してください。

筐体を傾斜路に降ろすには、3 人または 4 人が必要です。1 人または 2 人で筐体を押し、残りの 2 人で傾斜路に

沿ってゆっくり引いてください。

注） 本体装置を再配置する必要が生じた場合は、同じ梱包材を使用し、開梱手順および降ろす手

順を逆から行います。
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第 1 章  開梱方法
1.2 木枠梱包の場合

ここでは、オラクルまたは富士通の SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバが出荷時に木枠に入ってい

る場合の開梱方法を説明します。

本体装置が梱包箱で梱包されている場合は、「1.1　梱包箱の場合」を参照してください。

1 出荷用梱包箱の外側にある金属製のバンドを外すために、ニッパーなどの工具を用意します。

梱包箱を開けるためにドライバーおよびモンキーレンチまたはスパナ（No.18 および No.30）を用意し

ます。

図 1.18　木枠梱包の大きさ

2 出荷用梱包箱を最終的な設置場所にできるだけ近付けます。

筐体をパレットから移動し、傾斜路を使用して床に降ろすには、筐体の 3 方に 1 m（3.3 フィート）以

上のスペース、筐体を降ろす方向には 4.5 m（15 フィート）のスペースが必要です。

注） • 筐体の梱包をとくには、筐体の 3 方に 1 m（3.3 フィート）以上のスペース、筐体を降

ろす方向には 4.5 m（15 フィート）のスペースが必要です。

• 本体装置表面側には、開梱手順書を貼り付けています。

筐体 A B
M8000 サーバ 950 mm (37.4 インチ ) 1710 mm (67.6 インチ )
M9000 サーバ 1050 mm (41.3 インチ ) 1630 mm (64.2 インチ )
電源筐体 980 mm (38.6 インチ ) 1520 mm (60.0 インチ )

B
A

2043 mm
（80.5インチ）
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1.2  木枠梱包の場合
3 梱包箱のバンドを切断します。

図 1.19　木枠梱包箱のバンドの切断箇所

4 傾斜路と板を取り外します。

図 1.20　傾斜路と板の取外し

5 ボルトを取り外し、外側の木枠を取り外します。次に、保護カバーを固定しているバンドを切断します。

切断箇所

板
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第 1 章  開梱方法
6 外側のビニール袋を外します。12 本のボルトをモンキーレンチまたはスパナで外し、4 個の固定金具を

取り外します。

図 1.21　固定金具の位置

7 手順4で取り外した板を傾斜路と梱包箱の間に設置し、パレットに添付されているUボルトを差し込み、

傾斜路と板を固定します。

図 1.22　傾斜路と筐体の間に板を設置

8 以降の作業は、「1.1.1　梱包箱 A の開梱方法」の手順 7 以降を参照してください。

板

1-16 2010 年 12 月


	SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ 開梱の手引き

	目次
	第1章 開梱方法
	1.1 梱包箱の場合
	1.1.1 梱包箱Aの開梱方法
	1.1.2 梱包箱Bの開梱方法

	1.2 木枠梱包の場合



